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水深異常の起源について
On the origin of seafloor flattening
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海底の水深は年代とともに増すが、約 7000万年より古くなると、境界層モデルの予測よりも浅い水深を示すことが知
られている。このいわゆる「水深異常」はホットスポットや海台の影響を取り除いても存在するシグナルであり、プレー
トモデルを使うとうまく説明できる。しかし、境界層モデルが対流の物理に基づいているのに対して、プレートモデル
は物理的に正当化できない境界条件を用いている。このように、物理的に正しいが観測を説明できない境界層モデルと、
物理的にはおかしいけども観測が説明できてしまうプレートモデルの両者が対立している状況が過去 40年ほど続いてい
た。プレート下部が重力的に不安定になって発生する小規模対流とマントルの内部熱源の両方を考慮すれば、この水深異
常を説明できるかもしれないという可能性が以前から指摘されていたが、本発表ではこの可能性を新しい対流モデルを
使って検討した結果を報告する。数値計算の結果によると、観測されている水深異常を説明するにはマントルの内部熱
源が 12± 3 TWであればよく、これは地球化学データから推測される熱源の量と調和的である。物理的なモデルによっ
て海底の水深を正しく予測できるようになると、初期地球の表層環境の理論的研究にも役立つので、このことについて
も議論する予定である。
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